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報
告
事
項

第
十
六
号
　
町
名
・
字
名
の
取
扱
い

幹
事
会
か
ら
「
四
町
の
字
の
区
域
は

従
前
の
と
お
り
と
し
、
字
の
名
称
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
に
お
い
て
現
町
で
調

整
す
る
。」
と
い
う
案
が
再
提
出
さ
れ
、

決
定
し
ま
し
た
。

第
三
十
一
号
　
財
産
、
債
務
の
取
扱
い

に
つ
い
て

四
町
の
所
有
す
る
財
産
及
び
債
務
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ

も
の
と
し
、
天
城
湯
ケ
島
町
に
八
つ
あ

る
財
産
区
有
財
産
は
、
現
状
の
財
産
区

の
財
産
と
し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
三
十
二
号
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の

定
数
及
び
任
期
の
取
扱

い
に
つ
い
て

①
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
合
す
る
も
の
と
し
、
農
業
委
員
会

の
選
挙
に
よ
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用

し
、
平
成
十
七
年
二
月
末
日
ま
で
引
き

続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
委
員
と
し

て
在
任
す
る
。
た
だ
し
、
引
き
続
き
合

併
後
の
新
市
の
選
挙
委
員
と
し
て
在
任

第
八
回
合
併
協
議
会

5
月
7
日(

水)

修
善
寺
町

協
議
事
項

字の名称は、合併前に現町で調整することで決定
町名・字名の区域及び名称は、従前のとおりとする案に対し、旧町の名称を現在の字に付けて残したい希

望が出され、字の名称の取扱いについて継続協議となっていました。5月7日の合併協議会では幹事会から
修正案が提出され、4町の字の区域は従前のとおりとし、字の名称については、合併前において現町で調整
することで決定しました。

※
　
　
の
表
示
は
、
協
定
項
目
が
決
定
し
た
も
の

給食費、奨学金支給事業、要保護・準保護児童生徒の就学援助、校外
活動等補助（小学校）、校外・部活動費等補助（中学校）、心の教室相談
事業、就園援助、幼稚園授業料・保育時間等は、合併時に統一すること
で決定しました。また、遠距離通学費補助（小学校及び中学校）、AL
（E）T派遣事業、学校単独補助事業等については、合併後1年以内に統
一することになりました。
少子化に伴う学校の統廃合や、幼保一元化、通学区域の弾力化等の問

題は、新市の検討課題として引き継がれることになりました。

第
十
五
号
　
新
市
建
設
計
画
等
策
定
小

委
員
会
の
会
議
結
果
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
（
案
）
の
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
、
前
回
に
引
き
続
き
検
討

し
、
人
口
の
見
通
し
や
具
体
的
施
策
に

つ
い
て
委
員
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
計
画

案
に
修
正
を
加
え
、
次
回
の
小
委
員
会

で
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
、
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

第
三
十
四
号
　
修
善
寺
町
外
三
町
合
併

協
議
会
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
に
つ
い
て

協
議
会
が
設
置
す
る
機
関
（
新
市
報

酬
等
審
議
会
な
ど
）
の
委
員
そ
の
他
合

併
に
関
す
る
協
議
及
び
調
査
の
た
め
協

議
会
長
が
必
要
と
認
め
る
者
に
対
し
て
、

合
併
協
議
会
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を

支
給
で
き
る
よ
う
、
合
併
協
議
会
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規

程
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
三
十
五
号
　
上
下
水
道
事
業
に
つ
い

て

一
　
水
道
事
業

（
1
）
事
業
認
可
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
、
速
や
か

に
変
更
認
可
申
請
を
行
う
。

（
2
）
使
用
料
及
び
新
規
加
入
金
等
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、

早
急
に
新
市
の
水
道
審
議
会
に
お
い

て
審
議
す
る
。
な
お
、
水
道
使
用
料

の
納
期
は
、合
併
時
に
隔
月
と
す
る
。

（
3
）
水
道
関
係
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
天
城
湯
ヶ
島
町
の
例
に
よ

り
統
一
す
る
。

（
4
）
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
継
ぐ
。

二
　
下
水
道
事
業

（
1
）
現
在
の
認
可
区
域
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合

併
後
、
速
や
か
に
変
更
認
可
申
請
を

行
う
。

（
2
）
使
用
料
及
び
受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
は
現
行
の
と

お
り
と
し
、
合
併
後
、
早
急
に
新
市

新
規
提
案
事
項

す
る
委
員
は
、
二
十
人
と
す
る
。

②
在
任
特
例
期
間
終
了
後
の
農
業
委
員

会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
二
十
人
と
す
る
。

以
上
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

上下水道事業の使用料等は、合併時現行のまま新市に引き継ぐ

学校教育事業の主な補助事業は、合併時又は
合併後１年で統一

水道事業の使用料及び新規加入金等、下水道事業の使用料及び受益者負担金については、それぞれ現行の
とおりとする案が決定され、新市施行後、早急に新市の水道審議会及び下水道審議会において統一化に向け
た審議を開始することになります。

自主運行バス路線と単独運行補助制度は、現行のまま新市に引き継ぐ
新市においてバス路線対策協議会を設置し、新市交通確保計画の策定をします。また、路線バス廃止対策

については、新市において2年以内に制度の見直しを行うことになりました。

▲残る協定項目の協議に向けて、協議会委員
に支援を依頼する大城会長
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1 報告事項
(15) 新市建設計画等策定小委員会の会議結

果について
2 協議事項
(16) 町名・字名の取扱い
(31) 財産、債務の取扱いについて
(32) 農業委員会の委員の定数及び任期の取

扱いについて
3 新規提案事項
(34) 修善寺町外3町合併協議会委員等の報

酬及び費用弁償に関する規程の一部を
改正する規程について

(35) 各種事務事業の取扱い（上下水道事業）
について

(36) 各種事務事業の取扱い（学校教育事業）
について

(37) 各種事務事業の取扱い（交通関係事業）
について

4 その他
今後の日程について

第8回合併協議会の次第

継
ぐ
。
な
お
、
計
画
の
実
施
に
つ
い

て
は
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、
優
先

順
位
を
つ
け
る
。
た
だ
し
、
地
震
対

策
を
最
優
先
と
す
る
。

（
3
）
教
育
財
産
の
目
的
外
使
用
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。
な
お
、

学
校
プ
ー
ル
の
貸
し
出
し
は
し
な
い

こ
と
と
す
る
。

（
4
）
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
を
新
市
に
お
い
て
設
置
す

る
。
給
食
費
は
新
市
に
お
い
て
統
一

す
る
。

（
5
）
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。
な
お
、
少
子
化
に
伴
う
学
校

の
統
廃
合
や
、
幼
保
一
元
化
、
通
学

区
域
の
弾
力
化
等
の
問
題
は
新
市
に

お
い
て
検
討
す
る
。

（
6
）
教
具
そ
の
他
設
備
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

（
7
）
奨
学
金
支
給
事
業
及
び
高
校
生

の
通
学
資
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
双

方
見
直
し
を
図
り
合
併
時
に
統
一
す

る
。

第
九
回
合
併
協
議
会

報
告
事
項

5
月
21
日
（
水
）

修
善
寺
町

の
下
水
道
審
議
会
に
お
い
て
審
議
す

る
。
な
お
、
使
用
料
の
納
期
は
、
合

併
時
に
隔
月
と
す
る
。

（
3
）
指
定
工
事
店
関
係
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

（
4
）
接
続
資
金
に
係
る
利
子
補
給
事

業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
修
善
寺

町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。
ま
た
、

中
伊
豆
町
の
接
続
資
金
貸
付
事
業
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
五
年
間
は
現
行

の
と
お
り
と
す
る
。

（
5
）
接
続
に
係
る
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
修
善
寺
町
の
例
に

よ
り
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
天
城
湯

ケ
島
町
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
五
年
間
は
現
行
の
と
お
り
と

す
る
。

（
6
）
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
天

城
湯
ケ
島
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

以
上
の
水
道
事
業
四
点
、
下
水
道
事

業
六
点
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
六
号
学
校
教
育
事
業
に
つ
い
て

（
1
）
教
育
委
員
会
会
議
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
2
）
施
設
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

第
十
六
号
　
新
市
建
設
計
画
等
策
定
小

委
員
会
の
会
議
結
果
に
つ

い
て

○
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
伊
豆
市
建

設
計
画
）（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て
、

協
議
事
項

新
規
提
案
事
項

（
8
）
遠
距
離
通
学
費
補
助
（
小
学
校

及
び
中
学
校
）
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
一
年
間
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
新

市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

（
9
）
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒

の
就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
一
す
る
。

（
10
）
特
殊
教
育
就
学
奨
励
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

（
11
）
教
職
員
研
修
参
加
費
補
助
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
一
年
以
内
に
統
一

す
る
。

（
12
）
校
外
活
動
等
補
助
（
小
学
校
）
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
13
）
校
外
・
部
活
動
費
等
補
助
（
中

学
校
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
理
的
要
素
を
考
慮
し
、
合
併
時
に

統
一
す
る
。

（
14
）就
学
指
導
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
15
）
町
費
臨
時
教
諭
等
措
置
事
業
（
非

常
勤
講
師
及
び
介
助
職
員
）
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
16
）
心
の
教
室
相
談
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
17
）教
育
相
談
員
設
置
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
一
年
以
内
に
統
一
す
る
。

（
18
）
A
L
（
E
）
T
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
契
約
終
了
ま
で
現
行
の

ま
ま
継
続
し
、
合
併
後
一
年
以
内
に

統
一
す
る
。

（
19
）
学
校
医
・
学
校
薬
剤
師
等
の
委

嘱
・
報
酬
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
を

考
慮
し
合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
20
）
学
校
単
独
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
後
、
一
年
以
内
に
統
一
す
る
。

（
21
）
就
園
援
助
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
、修
善
寺
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

（
22
）
教
職
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

（
23
）
幼
稚
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
入
園
料
は
無
料
、
授
業
料
は

一
律
五
千
円
と
し
、
給
食
費
は
統
一

す
る
。
な
お
、
保
育
時
間
は
新
市
に

お
い
て
統
一
す
る
。
幼
保
一
元
化
に

つ
い
て
は
、新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。

（
24
）
学
校
保
健
会
事
業
補
助
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。
災
害

共
済
掛
金
の
負
担
割
合
を
新
市
が
六

割，

保
護
者
四
割
と
す
る
。

以
上
の
二
十
四
点
の
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

※
A
L
（
E
）
T
…A

ssistantLangua-
ge(English)Teacher

の
略
。
外
国
語

指
導
助
手
。
日
本
人
の
教
員
を
補
佐

し
、
主
に
会
話
の
指
導
に
あ
た
る
外

国
人
補
助
教
員
。

第
三
十
七
号
交
通
関
係
事
業
に
つ
い
て

自
主
運
行
バ
ス
路
線
は
、
現
行
の
と

お
り
引
き
継
ぐ
。
単
独
運
行
補
助
制
度

は
、
現
行
の
と
お
り
引
き
継
ぎ
、
中
伊

豆
町
を
基
に
二
年
以
内
に
新
市
に
お
い

て
補
助
基
準
を
作
成
す
る
。

路
線
バ
ス
廃
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
二
年

以
内
に
新
市
に
お
い
て
制
度
の
見
直
し

を
行
う
。
な
お
、
新
市
に
お
い
て
バ
ス

路
線
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
新
市
交

通
確
保
計
画
を
作
成
す
る
。

以
上
の
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
協
議
会
を
五
月
二
十
一
日
に
、

第
十
回
協
議
会
を
六
月
四
日
に
、
と
も

に
修
善
寺
町
総
合
会
館
に
て
開
催
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
十
二
号
　
新
市
建
設
計
画
（
将
来
構

想
策
定
）
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
（
案
）
が
報
告
さ
れ
、

こ
の
計
画
内
容
で
静
岡
県
と
の
事
前
協

議
に
入
る
こ
と
が
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
五
号
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
協
定
内
容（
本
誌
一
頁
下
段
）

の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
三
十
六
号
学
校
教
育
事
業
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
頁

上
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
三
十
七
号
交
通
関
係
事
業
に
つ
い
て

前
回
提
出
し
た
協
定
内
容
（
本
頁

上
段
）
の
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
修
正
を

加
え
た
も
の
を
検
討
し
確
認
し
た
。

○
新
市
建
設
計
画
に
か
か
る
財
政
計
画

に
つ
い
て

人
件
費
等
の
削
減
、
地
方
債
計
画
、

主
要
事
業
等
資
料
に
よ
り
説
明
を
受
け

質
疑
検
討
を
行
っ
た
。

財
政
の
健
全
性
を
保
ち
な
が
ら
、
地

方
財
政
制
度
の
改
正
や
合
併
後
の
追
加

事
業
に
伴
う
見
直
し
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
の
小
委
員

会
の
検
討
を
終
了
し
、
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
伊
豆
市
建
設
計
画
）（
案
）
を

協
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
三
十
八
号
　
福
祉
関
係
事
業

社
会
福
祉
に
つ
い
て

（
1
）
生
活
保
護
事
業
は
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、
合
併
時
に
、
新
市
に

お
い
て
実
施
す
る
。

（
2
）
地
域
福
祉
計
画
は
、
合
併
後
一

年
以
内
に
策
定
す
る
。

（
3
）
戦
没
者
追
悼
式
は
、
合
併
時
に
、



3 会報　修善寺町外3町合併協議会

1 報告事項

(16) 新市建設計画等策定小委員会の会議結

果について

2 協議事項

(12) 新市建設計画（将来構想）について

(35) 各種事務事業の取扱い(上下水道事業)

について

(36) 各種事務事業の取扱い(学校教育事業)

について

(37) 各種事務事業の取扱い(交通関係事業)

について

3 新規提案事項

(38) 各種事務事業の取扱い(福祉関係事業)

社会福祉について

(39) 各種事務事業の取扱い(福祉関係事業)

高齢者福祉について

(40) 介護保険事業の取扱いについて

4 その他

今後の日程確認・小報告

第9回合併協議会の次第

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

○
同
和
対
策
事
業
○
人
権
擁
護
委
員
活

動
○
勤
労
者
対
策
○
民
生
委
員
推
薦
会

（
12
）
次
の
事
務
事
業
は
、
国
・
県
の

福
祉
制
度
に
準
拠
し
、
新
市
に
お
い

て
実
施
す
る
。

○
災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
児
見
舞
金

支
給
事
業
○
災
害
援
護
資
金
貸
付
事
業

○
災
害
見
舞
金
支
給
事
業

以
上
の
十
二
点
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

第
三
十
九
号
　
福
祉
関
係
事
業

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

（
1
）
高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
合
併
後

二
年
以
内
に
策
定
す
る
。

（
2
）
在
宅
介
護
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
等
の
実
情
を
考
慮
し
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

（
3
）
高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
補
助
金

は
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
実
情
を
考

慮
し
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。

（
4
）
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
社
会
福
祉
法
人
等
に
委

託
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

（
5
）
敬
老
会
は
、
対
象
年
齢
を
75
歳

以
上
と
し
、
段
階
的
に
調
整
す
る
。

敬
老
祝
い
金
等
は
修
善
寺
町
の
例
に

よ
り
統
一
し
、
開
催
方
法
は
旧
町
ご

と
と
す
る
。

（
6
）家
族
介
護
用
品
の
支
給
事
業
は
、

国
又
は
県
等
が
定
め
る
制
度
に
準
拠

し
、
修
善
寺
町
の
例
に
よ
り
、
合
併

時
ま
で
に
調
整
し
、
新
市
に
お
い
て

実
施
す
る
。

（
7
）
介
護
手
当
支
給
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
、
天
城
湯
ケ
島
町
の

例
に
よ
り
統
一
す
る
。

（
8
）
次
の
事
務
事
業
は
、
合
併
時
に

調
整
し
、
新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

○
軽
度
生
活
援
助
事
業
○
介
護
予
防
事

業
○
家
族
介
護
者
教
室
○
高
齢
者
等
に

対
す
る
施
設
利
用
助
成

（
9
）
次
の
事
務
事
業
は
、
合
併
時
に

修
善
寺
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
○
寝
具

類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
○

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
生
活
管
理
指
導
事
業（
指
導
員
派
遣
）

（
10
）
次
の
事
務
事
業
は
、
地
域
の
実

情
等
を
考
慮
し
、
現
行
の
と
お
り
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
調
整
す
る
。

○
高
齢
者
福
祉
施
設
の
管
理
○
地
域
ケ

（
12
）
次
の
事
務
事
業
は
、
国
・
県
の

制
度
に
準
拠
し
、
新
市
に
お
い
て

実
施
す
る
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助
○
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
補
助
○
老
人
保
護
措

置
事
業
○
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付

等
○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

補
助以

上
の
十
二
点
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

第
四
十
号
　
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

①
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
合
併
時
ま

で
に
、新
市
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

②
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
、
修
善
寺
町
・
天
城
湯
ケ
島
町
・

中
伊
豆
町（
田
方
南
部
広
域
行
政
組
合
）

の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
介

護
認
定
審
査
会
は
、
合
併
時
に
、
新
市

と
関
係
町
村
と
調
整
し
設
置
す
る
。

以
上
の
二
点
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

次
回
協
議
会
を
六
月
四
日
に
、
第
十

一
回
協
議
会
を
六
月
十
八
日
に
、
と
も

に
修
善
寺
町
総
合
会
館
に
て
開
催
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ア
推
進
事
業
○
在
宅
介
護
訪
問
指
導
○

配
食
サ
ー
ビ
ス
○
生
活
管
理
指
導
事
業

（
短
期
宿
泊
）
○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

推
進
事
業

（
11
）
次
の
事
務
事
業
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

○
福
祉
機
器
・
用
具
の
貸
出
○
住
宅

改
修
支
援
事
業
（
理
由
書
助
成
分
）

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
巡
回
相
談

合併協議会委員交替のお知らせ
（敬称略）

【天城湯ケ島町選出委員】平成15年4月2日から
浅田 靖夫（2号委員）→ 大川 富也（2号委員）

【土肥町選出委員】平成15年5月7日から
鈴木 久之（2号委員）→ 勝呂 宗夫（2号委員）
勝呂 宗夫（3号委員）→ 鈴木 庄一（3号委員）

遺
族
会
で
実
施
す
る
よ
う
調
整
す
る
。

（
4
）民
生
委
員
協
議
会
の
事
務
局
は
、

合
併
時
に
、（
福
）
社
会
福
祉
協
議

会
に
置
く
。

（
5
）
日
本
赤
十
字
社
関
係
は
、
合
併

時
に
、
新
市
に
お
い
て
実
施
す
る
。

（
6
）（
福
）
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

補
助
金
は
、
合
併
時
ま
で
に
（
福
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
情
を
尊
重

し
な
が
ら
調
整
す
る
。

（
7
）（
福
）
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託
は
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

合
併
時
ま
で
に
（
福
）
社
会
福
祉

協
議
会
と
速
や
か
に
調
整
し
、
新
市

に
お
い
て
実
施
す
る
。

（
8
）
無
縁
墓
地
管
理
は
、
地
域
の
実

情
を
考
慮
し
、
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

（
9
）
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

費
補
助
金
は
、
合
併
時
に
、
中
伊
豆

町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

（
10
）
次
の
事
務
事
業
は
、
合
併
時
に
、

修
善
寺
町
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

○
行
路
困
窮
者
措
置
費
法
外
援
助
（
行

旅
人
）
○
勤
労
者
住
宅
建
設
利
子
補
給

制
度

（
11
）
次
の
事
務
事
業
は
、
現
行
の
と

合併協定項目一覧表

◎ 1 合併の方式
◎ 2 合併の期日
◎ 3 新市の名称
◎ 4 新市の事務所の位置
◎ 5 財産、債務の取扱い
◎ 6 議会の議員の定数及び任期の取扱い
◎ 7 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
8 地方税の取扱い

◎ 9 一般職の職員の身分の取扱い
◎10  特別職の身分の取扱い
◎11  条例、規則等の取扱い
12  事務組織及び機構の取扱い
13  一部事務組合等の取扱い
14  使用料、手数料等の取扱い
15  公共的団体等の取扱い
16  補助金、交付金等の取扱い

◎17  町名・字名の取扱い
◎18  慣行の取扱い
19  国民健康保険事業の取扱い

○20  介護保険事業の取扱い
21  消防団の取扱い
22  公の施設の取扱い

23 各種事務事業の取扱い
◎ 1 姉妹都市、国際交流事業
◎ 2 電算システム事業
◎ 3 広報広聴関係事業
◎ 4 消防水防防災関係事業
◎ 5 交通関係事業
◎ 6 自治会・行政連絡機構
◎ 7 都市計画関係事業
8 保健衛生事業

○10 福祉関係事業
11 環境対策事業
12 農林水産関係事業
13 観光、商工関係事業

◎14 建設（港湾）関係事業
◎15 上下水道事業
◎16 学校教育事業
17 社会教育（生涯学習）事業
18 公社、第三セクター等の扱い

▲19 その他の事業

●24  新市建設計画

◎は決定された項目、○は提出された項目、●は協
議中（小委員会付託案件も含む。）の項目、▲は一部
決定の項目です。

【平成15年5月21日時点】
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新
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
下

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方 三

月
十
九
日
の
合
併
協
議
会
で
新
市
将
来
構
想
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
新
市
「
伊
豆
市
」
の
未
来
像

と
な
る
将
来
構
想
に
つ
い
て
、
前
回
に
引
き
続
き
第
五
〜
六
章
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

新市将来構想　

第5章（
一
）
策
定
の
考
え
方

新
市
の
基
本
理
念
、
将
来
都
市
像
や

基
本
方
針
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在

の
四
町
の
総
合
計
画
の
目
指
す
方
向
性
、

課
題
、
新
市
と
な
っ
た
後
の
都
市
規
模

を
踏
ま
え
、
新
し
い
都
市
の
姿
を
明
確

に
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
と
な
る
考
え
方
を
言
い
ま
す
。

将
来
都
市
像
と
は
、
目
指
す
べ
き
将

来
像
を
長
期
的
視
点
か
ら
示
し
た
も
の

で
す
。

基
本
方
針
と
は
、
将
来
都
市
像
を
具

（
一
）
四
町
の
現
在
の
総
合
計
画

四
町
の
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
理

念
、
将
来
都
市
像
等
を
整
理
す
る
と
次

頁
の
表
、
四
町
の
総
合
計
画
の
概
要
と

特
徴
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

（
二
）
四
町
に
共
通
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性

四
町
の
総
合
計
画
の
基
本
的
部
分
か

ら
、
共
通
の
特
徴
を
取
り
出
す
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ア
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

共
生
…
豊
か
な
自
然
と
の
共
存
、共
生
、

人
と
自
然
と
文
化
の
調
和

連
携
…
町
民
と
行
政
と
の
連
携
、
協
働

交
流
…
住
む
人
、
訪
れ
る
人
の
交
流

イ
地
域
や
人
々
の
心
に

根
付
く
も
の

思
い
や
り
…
人
と
も
の
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
、
や
さ
し
さ

ふ
れ
あ
い
…
連
帯
感
、
相
互
扶
助

生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
…
心
の
豊
か

さ
と
生
き
が
い
、
健
康
、
笑
顔

ウ
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

い
き
い
き
と
し
た
活
力
…
力
強
く
自
立

す
る
地
域
づ
く
り
、
産
業
の
活
性
化

創
造
性
豊
か
な
人
…
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
、
地
域
を
愛
す
る
人
、
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り

エ
地
域
の
重
要
な
財
産

自
然
…
天
城
山
、
狩
野
川
、
富
士
山
、

駿
河
湾

歴
史
…
情
緒
あ
る
温
泉
町
、
歴
史
資
源

静
岡
県
総
合
計
画
や
駿
豆
地
区
の
広

域
市
町
村
圏
計
画
な
ど
広
域
的
観
点
か

ら
新
市
に
関
わ
る
部
分
を
抽
出
す
る
と

次
の
よ
う
な
方
向
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
教
育
文
化
の
方
向
性

地
域
社
会
に
お
い
て
多
様
な
生
涯
学

習
機
会
の
充
実
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

伊
豆
を
題
材
と
し
た
文
学
な
ど
、
特

色
あ
る
芸
術
文
化
づ
く
り
に
努
め
、
点

在
す
る
美
術
館
の
一
層
の
活
用
に
も
努

め
ま
す
。

地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
活

か
し
、
個
性
豊
か
な
芸
術
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

（
二
）
福
祉
健
康
の
方
向
性

温
泉
等
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
健

康
保
養
空
間
を
創
造
す
る
た
め
、
日
常

的
な
保
健
医
療
体
制
の
充
実
、
ウ
エ
ル

ネ
ス
産
業
の
振
興
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
保
健
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、

1

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

策
定
の
基
本
姿
勢

これまでの４町のまちづくり 

新市のまちづくり 

基本理念 将 来 像 基本方針 

(1)　地域産業の活性化 
(2)　少子高齢化への対応 
(3)　基盤整備 
(4)　自然環境の保護 
(5)　まちづくりの主体の創出 

(1)　行財政基盤の強化 
(2)　住民サービスの向上・負担 
　　の軽減 
(3)　新たなまちづくりの可能性 

住民意向への対応 
～ 住民意識調査など ～ 

合併効果の反映 

市町村を取り巻く 
社会環境への対応 
(1)　地方分権と独自の地域づくり 
(2)　少子高齢化の進行 
(3)　日常生活圏の拡大と新たな 
　　まちづくり 
(4)　成熟化・住民ニーズの高度化 
(5)　行財政改革の必要性 

地域課題への対応 

体
化
す
る
た
め
に
必
要
な
、
大
ま
か
な

方
向
性
を
示
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

（
二
）
策
定
の
視
点

ア
　
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
た

長
期
的
視
点

地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
、
日
常
生

活
圏
の
拡
大
、
成
熟
化
な
ど
時
代
の
潮

流
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
多
様
な

課
題
に
対
し
て
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

総
合
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
対
応
し

ま
す
。

イ
　
地
域
の
課
題
へ
の
対
応

地
域
の
特
性
や
住
民
意
識
調
査
の
結

果
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
新
市
の
課

題
に
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

ウ
　
既
存
計
画
・
施
策
の
継
続

既
に
四
町
に
お
い
て
策
定
・
実
施
さ

れ
て
い
る
総
合
計
画
や
各
種
計
画
、
広

域
計
画
な
ど
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
新
市
に
お
い
て
も
原
則
と
し

て
計
画
や
施
策
の
継
続
性
に
つ
い
て
配

慮
し
ま
す
。

エ
　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

発
展
さ
せ
る
取
り
組
み

新
市
は
豊
か
な
自
然
資
源
、
温
泉
な

ど
の
観
光
資
源
、
特
色
あ
る
農
産
物
な

ど
の
特
徴
を
持
ち
、
伊
豆
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
地
域
間
の
結
び
つ
き
を
強

め
、
新
市
と
し
て
の
一
体
的
、
総
合
的

な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

文
化
…
文
人
墨
客
ゆ
か
り
の
地
、
文

化
財

オ
最
も
重
視
す
べ
き
項
目

安
全
…
災
害
に
強
い
ま
ち
、
交
通
網
、

情
報
網

安
心
…
保
健
、
医
療
、
福
祉

快
適
…
生
活
環
境

カ
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

住
民
参
加
…
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
の
手
で
創
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
主

体
的
に
取
り
組
む
仕
組
み

効
率
的
行
財
政
…
限
ら
れ
た
財
源
を
計

画
的
、
効
率
的
に
活
用

広
域
的
視
点
…
国
や
県
、
近
隣
市
町
村

と
の
連
携

2

四
町
の
現
在
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性

3

広
域
的
観
点
か
ら
見
た

新
市
発
展
の
方
向
性

の
個
性
を
さ
ら
に
活
か
し
活
力
を
高
め

て
い
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。



を
推
進
し
ま
す
。

※
ウ
エ
ル
ネ
ス
…
ヘ
ル
ス
（health

=

健

康
）
よ
り
も
積
極
的
か
つ
総
合
的
な

健
康
感
を
表
す
。
運
動
や
食
事
、
休

養
な
ど
に
加
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
環
境
問
題
ま
で
含
め
た
よ
り
高
度

で
発
展
性
の
あ
る
生
活
環
境
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
考
え
方

5 会報　修善寺町外3町合併協議会

新市将来構想　
日
常
的
な
健
康
相
談
・
指
導
か
ら
高
度

専
門
医
療
ま
で
必
要
に
応
じ
て
受
け
ら

れ
る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

中
山
間
地
域
の
患
者
の
迅
速
な
搬
送
が

可
能
な
広
域
的
救
急
医
療
体
制
の
構
築

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
先
端
医
療
を
提

供
し
、
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た
め

「
富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
構
想
」

温
泉
、
海
、
花
等
の
地
域
資
源
を
活

か
し
て
、
国
際
的
な
健
康
保
養
地
づ
く

り
に
努
め
、
観
光
交
流
、
健
康
増
進
、

癒
し
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
一
次
・

二
次
・
三
次
産
業
の
活
性
化
を
進
め
ま

す
。農

林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
主
要
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
特
産
品
の

開
発
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の

観
光
交
流
産
業
と
の
連
携
、
地
産
地
消

に
よ
る
販
売
拡
大
、生
産
基
盤
の
整
備
、

事
業
規
模
の
拡
大
に
取
り
組
む
経
営
体

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

「
富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
構

想
」
に
基
づ
き
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん

セ
ン
タ
ー
や
企
業
の
研
究
所
等
の
連
携

を
進
め
、
世
界
的
な
先
端
健
康
産
業
集

積
地
域
の
創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
五
）
都
市
基
盤
の
方
向
性

道
路
、
鉄
道
、
海
上
交
通
等
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
地
域
内
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
た
り
、
地
域
の
内
外
を
結
ん
だ

り
す
る
安
全
で
利
便
性
の
高
い
交
通
基

盤
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
地
域
に

お
け
る
高
度
情
報
化
の
推
進
を
図
り
ま

す
。首

都
圏
、
静
岡
空
港
等
か
ら
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
充
実
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
の
向
上
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

災
害
時
の
緊
急
輸
送
物
資
の
搬
送
対

策
、
被
災
者
の
救
出
対
策
、
観
光
客
対

策
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
・

港
湾
の
耐
震
化
、
緊
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

確
保
な
ど
を
進
め
、
近
隣
市
町
村
間
の

連
携
に
よ
る
広
域
的
な
支
援
体
制
を
確

立
し
ま
す
。

（
六
）
地
域
運
営
の
方
向
性

地
域
の
人
々
が
主
体
的
に
考
え
、
行

政
と
対
話
し
、
共
に
行
動
す
る
住
民
参

加
・
協
働
型
の
地
方
自
治
を
進
め
、
自

表　4町の総合計画の概要と特徴

修 善 寺 町 土　肥　町 天城湯ケ島町 中 伊 豆 町 

修善寺町第４次総合計画 第６次土肥町総合振興計画 
天城湯ケ島町第４次総合計画 
「森の風プラン」 第４次中伊豆町総合計画 

計　画 
名　称 

計画期間 平成６年度～平成17年度 平成13年度～平成22年度 平成８年度～平成17年度 平成８年度～平成17年度 
  人　口 
フレーム ２０,０００人（H17） ５,６００人（H22） ８,５００人（H17） １０,０００人（H17） 

　町全体を豊かな自然や歴史 
・文化、風情ある温泉街のた 
たずまいをもった美しい自然 
庭園としてイメージし、質の 
高いゆとりある生活環境の中 
で多くの人々がそこに住み・ 
訪れたくなるような魅力ある 
まちづくりを目指す。 

基
本
理
念
等 

○美しいふるさとづくり 

○人と物を大事にする 

　まちづくり 

○人と自然にあたたかい 

　まちづくり 

１ 恵まれた自然と調和した、 
     美しいまち 
２ 交通・通信基盤や居住環 
　 境の整った、快適なまち 
３ 豊かな資源と温かい心に 
　 支えられた、交流のまち 
４ お年寄りや障害者にやさ 
　しい、思いやるまち 
５ 町民と行政が互いに信頼 
　し、協働できるまち 

まちづくりの基本的視点 
１ 環境基盤の確立  　　(考え方) 
２ 若者の定住 
３ 観光の確立、産業の活性化 
４ 生活環境の整備、生活の質の 
　向上 
５ 高齢社会への対応 
６ 住民参加の行政、わかりやす 
　い行政 

将来像 
目標像 

住みたいまち、訪れたいまち 
・修善寺 
― 湯とり発見　歴史と文化に 
　　　   彩られた自然庭園 ― 

思いやりのあるまち 
～人と自然の共生型 
　　　　　　まちづくり～ 

ライブピア天城湯ケ島 
（生き生きとした暮らしの 
　　　　　　　　　理想郷） 

人・緑・文化奏でる 
　　　　ハーモニータウン 

１多彩な個性がいきづくまち 
  1) 学びと躍動の環境づくり 
  2) 夢を描ける子供たちが育 
　  つまちづくり 
２ 輝きと笑顔に満ちたまち 
  1) 明日への健やかづくり 
  2) 地域で支える安らぎのま 
　  ちづくり 
３ 美しい風景と心の豊かさに 
　つつまれたまち 
  1) ゆとりある生活空間づくり 
  2) ときめきと発見の舞台づ 
　  くり 
  3) ぬくもりとふれあいのあ 
　  る地域づくり 
４ 活力を生み出す産業のある 
　まちづくり 
  1) 風情と風格の香る観光の 
　  まちづくり 
  2) バランスある産業構造を 
　  もったまちづくり 
  3) 明日の産業を担うまちづ 
　  くり 
５ 未来への確かさを実感でき 
　るまちづくり 
  1) 交流と暮らしを支える交 
　  通網の整備 
  2) 快適な暮らしを支える社 
　  会基盤の整備 
  3) 暮らしの安全を守る防災 
　  対策の充実 

１ 個性と創意にみちた活力 

　 あるまち 
　○観光計画○農業計画○森 
　林計画○漁業計画○商工業 
　計画○美しいまちづくり計 
　画○定住促進計画 
２ 健康でいきがいにみちた 

 　まち 
　○高齢者福祉計画○社会福 
　祉計画○保健医療計画 
３ 安全で暮らしやすいまち 
　○交通網計画○道路計画○ 
　港湾計画○消防防災計画○ 
　地震防災計画○治山、治水 
　、海岸保全計画○地域情報 
　化計画○上水道計画○温泉 
　計画○下水道計画○環境衛 
　生計画 
４ 文化と連帯感あふれる 

　まち 
　○学校教育計画○社会教育 
　計画○文化振興計画○スポ 
　ーツ振興計画○地域活動計 
　画 

１ 天城産業興し 
　1) 新時代を拓く産業を興す 
　2) しっかりとした基盤を整 
　　える 
２ 天城人づくり 
　1) 意欲ある人材を育てる 
　2) いきいきとしたコミュニ 
　　ティをつくる 
　3) はつらつとした生活文化 
　　を育てる 
３ 天城幸せづくり 
　1) 快適な生活環境をつくる 
　2) 思いやりのある福祉社会 
　　をつくる 
４ 住民とともに歩む行政を目 
　 指す 
　1) 行政の専門性を高める 
　2) 住民と協働のまちづくり 
　　を進める 

第１節 水と緑と花の輝くまち 
　１ 秩序あるまちづくりの推進 
　２ 豊かな水のまちづくり 
　３ 地球にやさしい環境づくり 
　４ しっかりとしたまちを守り育む 
第２節 新しい魅力を創造するまち 
　１ 中伊豆町へおいでよ 
　２ 確かな未来をめざした農林業 
　３ 地域性を活かした活力ある 
　 　まちづくり 
　４ 健康メッカ観光地づくり 
　５ 便利で快適な交通網の整備 
第３節 ともにいきいき暮らすまち 
　１ 幼児と高齢者のハッピーな環 
　　境づくり 
　２ ともにいきいき支え合う環境 
　　づくり 
　３ 健康で安心できる暮らしを支 
　　える環境づくり 
第４節 のびのびと人と文化を育む 
 　　   まち 
　１ 自ら学ぶ文化のまちづくり 
　２ 未来を担う青少年の育成 
　３ 皆でスポーツ、健康なまち 
　４ 活発な交流推進 
第５節 生活環境の整った住みよい 
　　　 まち 
　１ 身近な生活空間の整備 
　２ 安全第一のまちづくり 
　３ 誰もが自慢できる清潔な 
                                            ふるさと 
第６節 皆がわかりやすいまち 
　　　 づくり 
　１ みんなでワイワイつくるまち 
　２ 確かな計画、着実な一歩 
　３ 効果的な財政運営の推進 
　４ わかりやすい行政の推進 

重点プ 

ロジェ 

クト等 

重点プロジェクト 
 
○いきいきはつらつ 
　住民プロジェクト 
○快適な生活環境整 
　備プロジェクト 
○修善寺マイタウン 
　プロジェクト 
○魅力あるまち・修 
　善寺プロジェクト 

職員プロジェクト 
 
○美しいふるさとづ 
　くりプロジェクト 
○人と物を大事にす 
　る町プロジェクト 
○思いやりのあるま 
　ちづくりプロジェ 
　クト 
○地球にやさしく、 
　思いやりのある観 
　光地づくりプロジェ 
　クト 

まちづくり戦略 
　　　　プロジェクト 
 
○まるごと自然博物 
　館プロジェクト 
○森と湯の国交流産 
　業プロジェクト 
○いきいき長寿社会 
　プロジェクト 
○しなやか女性プロ 
　ジェクト 
○自らになう地域づ 
　くりプロジェクト 

重点プロジェクト 
○宅地分譲プロジェクト 
○サテライトオフィス誘導 
　プロジェクト 
○ふるさとふれあいバスシ 
　ステムプロジェクト 
○中伊豆町型活き活きライ 
　フプロジェクト 
○みんなの喜ぶ公園づくり 
　プロジェクト 
○物産品販売 休憩施設（道 
　の駅）プロジェクト 
○温泉活用プロジェクト 
○中伊豆町 顔づくりプロジェ 
　クト 

施
策
の
大
綱
　
基
本
方
向 

（
三
）
環
境
の
方
向
性

参
加
型
の
森
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、

持
続
可
能
な
森
林
生
産
・
流
通
シ
ス
テ

ム
の
形
成
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
希
少

野
生
動
植
物
の
保
護
に
取
り
組
み
ま
す
。

天
城
山
や
海
岸
地
域
等
に
お
い
て
自

然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

健
全
な
水
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

住
民
、
企
業
、
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
森
林
、
農
地
、
河
川
、
海

域
な
ど
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
処
理
広
域
化
計
画
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
の
ご
み
処
理
体
制
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
視
点
で
ご
み
の
処

理
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

（
四
）
産
業
の
方
向
性
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3

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

（
一
）
創
造
力
あ
る
人
づ
く
り

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く
り
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
人
や
地
域
の
個

性
を
大
切
に
し
つ
つ
、
創
造
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
活
き
活
き
と
輝
け
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学

校
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
生
涯
学
習
を

充
実
し
、
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

に
根
ざ
し
た
活
動
と
新
た
な
文
化
・
芸

術
や
地
域
の
産
業
を
創
り
出
す
こ
と
の

で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
二
）
誰
も
が
い
き
い
き

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
連
携

の
中
で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
っ

て
い
け
る
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

や
地
域
の
中
で
助
け
合
い
の
仕
組
み
を

つ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
育
ん
で
い
け
る
体
制
づ
く
り
、
子
育

て
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
三
）
住
む
に
も
訪
れ
る
に
も
心
地

よ
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

緑
あ
ふ
れ
る
森
や
清
ら
か
な
水
や
海
、

素
晴
ら
し
い
景
観
な
ど
豊
か
な
自
然
と

穏
や
か
な
風
土
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々

新市将来構想　

に
心
地
よ
さ
を
も
た
ら
し
、
農
産
物
や

飲
料
水
と
な
っ
て
地
域
を
潤
し
、
海
洋

に
流
れ
込
ん
で
水
産
資
源
を
育
て
ま

す
。
貴
重
な
自
然
環
境
と
歴
史
資
源
を

保
全
・
活
用
し
、
清
潔
で
快
適
な
居
住

環
境
を
創
り
出
し
、
環
境
と
共
生
し
た

住
ん
で
心
地
よ
い
ま
ち
、
訪
れ
て
心
地

よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
四
）
地
域
の
活
力
を
い
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
農
林

水
産
業
と
観
光
業
が
連
携
し
た
取
り
組

み
や
運
動
・
医
療
・
福
祉
・
健
康
増
進

な
ど
の
様
々
な
施
設
と
資
源
を
活
用
し
、

産
業
の
創
出
、
商
業
の
振
興
に
よ
る
中

心
市
街
地
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

伊
豆
地
域
の
東
西
、
南
北
の
交
流
拠

点
と
し
て
基
盤
整
備
し
、
先
端
的
な
技

術
や
知
的
資
源
の
集
約
に
よ
る
新
た
な

産
業
や
地
域
の
雇
用
を
結
び
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
交
流
す
る
活
力

と
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
五
）
活
力
の
源
と
な
る
安
全
で

都
市
機
能
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り

住
む
人
、
訪
れ
る
人
が
安
全
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
住
む
人
に
と

っ
て
も
快
適
な
居
住
環
境
を
実
現
す
る

た
め
道
路
や
公
共
交
通
、
高
度
情
報
通

信
基
盤
、
商
業
な
ど
の
産
業
基
盤
の
整

備
・
充
実
を
図
り
、
交
流
と
連
携
の
拠

点
と
な
る
安
全
で
都
市
機
能
の
充
実
し

た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

（
六
）
地
域
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

行
政
は
情
報
の
積
極
的
な
公
開
に
努

め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ

第6章1

基
本
理
念

●
共
生

四
町
は
、
天
城
山
な
ど
の
山
々
と
い

で
湯
、
駿
河
湾
の
海
の
恵
み
や
美
し
い

自
然
と
温
暖
な
気
候
の
中
、
豊
か
で
思

い
や
り
あ
る
温
か
い
人
の
心
と
、
古
く

か
ら
文
人
墨
客
が
訪
れ
る
自
然
、歴
史
、

文
化
あ
ふ
れ
る
地
域
で
す
。
こ
う
し
た

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
循
環
型
社
会

を
形
成
し
、
自
然
と
人
が
共
生
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

●
個
性
と
創
造
力

不
安
定
な
社
会
・
経
済
状
況
で
は
、

人
々
の
心
に
「
ゆ
と
り
」
や
「
癒
し
」

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
は

そ
の
よ
う
な
癒
し
の
心
と
空
間
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

そ
う
し
た
地
域
の
個
性
を
高
め
、
挑
戦

す
る
人
の
存
在
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
様
々
な
人
と
の
出
会
い
や
交
流
、

森
づ
く
り
な
ど
の
体
験
、
学
び
な
ど
か

ら
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
安
心
と
快
適
・
交
流

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
災
害
に
強

い
安
全
な
ま
ち
や
高
齢
者
な
ど
誰
で
も

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
環
境
・
保
健
・

医
療
・
福
祉
が
充
実
し
、
人
々
の

支
え
あ
い
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
た

安
心
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
広

域
的
な
視
点
の
中
で
、
道
路
や
鉄

道
、
海
上
交
通
な
ど
総
合
的
な
交

通
体
系
に
よ
っ
て
、
近
隣
地
域
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
静
岡
空
港
や
清
水
港
な
ど

海
外
も
視
野
に
入
れ
た
内
外
の
人
々
と

の
交
流
に
よ
っ
て
伊
豆
地
域
の
中
心
的

な
交
流
都
市
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
自
ら
が
主
役

厳
し
い
経
済
状
況
の
下
で
は
、
地
域

の
将
来
像
は
そ
の
地
域
の
創
意
と
工
夫

で
実
現
さ
れ
ま
す
。「
地
域
自
ら
が
主

新
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

地域の魅力 
を大切にします 

人づくり 
を大切にします 

交流・活力 
を大切にします 

パートナーシップ・ 
を大切にします 自 立 

個　性 
創造力 

共  生 

安　心 
快　適 
交　流 

自らが 
主　役 

人
あ
っ
た
か
…
人
の
心
の
暖
か
さ
は
、

ふ
れ
あ
い
、
思
い
や
り
で
あ
り

福
祉
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

ま
ち
い
き
い
き
…
自
立
・
自
活
・
健
康

で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
か
ら
交
流

が
生
ま
れ
、
い
き
い
き
と
し
た
新

市
を
創
造
し
ま
す
。

自
然
つ
や
つ
や
…
「
輝
く
」
や
「
き
ら

め
く
」
な
ど
の
平
凡
な
表
現
で
は

な
く
、
光
沢
が
あ
り
照
り
映
え
る

自
然
で
あ
り
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
持
つ
新
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
表

し
ま
す
。

四
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
自
然
と
共
生
す
る
こ
と
で
豊

か
な
恵
み
を
得
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
築
き
、
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
き
ま

す
。

2

新
市
将
来
像

人
あ
っ
た
か
、
ま
ち
い
き
い
き
、

自
然
つ
や
つ
や
伊
豆
市

〜
世
代
を
超
え
て
支
え
あ
い
、

創
造
を
湧
き
起
こ
す
ま
ち
〜

基本理念とその具体化例

治
体
、
企
業
、
N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
住
民
・
N

P
O
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
住
民

ニ
ー
ズ
等
の
情
報
を
行
政
側
で
収
集
す

る
仕
組
み
を
充
実
す
る
ほ
か
、
住
民
が

必
要
と
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

資
料
…
静
岡
県
総
合
計
画
―
地
域
編
―

及
び
第
四
次
広
域
市
町
村
圏
計
画
（
駿

豆
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
）

役
」と
な
っ
て
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
、

決
定
し
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
は
責
任
感
と

行
動
力
を
高
め
、
自
立
し
た
住
民
と
な

り
、
行
政
は
情
報
の
共
有
と
効
率
的
な

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
や
住
民
・
企
業
・

N
P
O
な
ど
各
主
体
と
の
協
働
に
よ
っ

て
20
年
後
も
豊
か
さ
の
感
じ
ら
れ
る
都

市
で
あ
る
た
め
に
、
財
政
的
に
も
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
自
然
や
温
泉
は
、
こ
の
地
域

を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の
贈

り
物
で
あ
り
、
癒
さ
れ
、
元
気
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
同
時
に
み
ん
な
が
力
を

合
わ
せ
、
支
え
あ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

元
気
な
新
市
の
姿
は
訪
れ
る
人
に
と
っ

て
も
元
気
の
素
に
な
る
は
ず
で
す
。

合
併
に
よ
る
一
体
化
を
新
し
い
も
の

を
創
り
出
す
地
域
の
力
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
資
源
を
活
か
し
、
交
流
の
促
進
を

図
り
、
住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
魅

力
あ
る
新
市
を
目
指
し
ま
す
。
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機
能
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
を
支
援
し

ま
す
。

（
三
）
住
む
に
も
訪
れ
る
に
も

心
地
よ
い
環
境
の
ま
ち

づ
く
り

天
城
山
や
駿
河
湾
な
ど
の
自
然
が
も

つ
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
保

護
・
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
の
場
面
に
お
い

て
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
活

動
の
推
進
を
図
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
を

次
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
持
続
可
能

な
資
源
循
環
型
の
地
域
社
会
を
構
築
し

ま
す
。

豊
か
な
水
を
確
保
し
、
安
定
供
給
に

努
め
る
と
と
も
に
、
狩
野
川
な
ど
の
河

川
の
水
質
浄
化
を
図
る
た
め
に
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

災
害
の
発
生
に
対
し
て
速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
消
防
・
防
災
機
能
の
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
と
連
携

し
た
救
急
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整

備
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
遊
び
、
地
域
の
ひ
と
が
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
園
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整
備
な
ど
ふ
れ

あ
い
や
ゆ
と
り
の
感
じ
取
れ
る
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

（
四
）
地
域
の
活
力
を
い
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
保
ち
な
が
ら
、
新
市
に
点
在
す
る

観
光
資
源
の
連
携
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
健
康

・
癒
し
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地

（
一
）
土
地
利
用
の
方
向
性

○
新
都
市
核
の
形
成

新
市
の
核
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
は

公
共
施
設
等
の
基
盤
整
備
を
積
極
的
に

進
め
、
賑
わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
市
街

地
を
形
成
し
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
空
間
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に

観
光
交
流
拠
点
等
と
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
、
公
共
下
水
道
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
基
盤
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

○
新
都
市
軸
の
形
成

東
西
・
南
北
の
交
通
軸
を
整
備
し
、

都
市
構
造
に
あ
っ
た
道
路
網
を
整
備
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車

道
や
国
道
一
三
六
号
の
整
備
を
促
進
し
、

ま
た
、
新
市
内
の
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道

路
、生
活
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
自
然
環
境
保
全
・

活
用
ゾ
ー
ン
の
形
成

四
町
全
域
を
自
然
環
境
保
全
・
活
用

ゾ
ー
ン
と
設
定
し
、
森
林
、
農
地
、
河

川
、
海
岸
な
ど
の
多
彩
な
自
然
や
温
泉

な
ど
の
資
源
を
保
全
し
な
が
ら
、
農
林

水
産
業
の
振
興
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
空
間
、
健

康
づ
く
り
や
癒
し
の
空
間
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

（
二
）
地
区
ご
と
の
振
興
策

【
北
部
地
区
】

修
善
寺
駅
を
中
心
に
新
市
の
陸
の
玄

関
口
と
し
て
、
交
流
や
賑
わ
い
の
拠
点

と
な
る
よ
う
な
場
の
整
備
を
進
め
、
魅

力
あ
る
中
心
市
街
地
を
形
成
し
ま
す
。

【
東
部
地
区
】

特
産
品
の
開
発
や
物
販
施
設
の
整
備

な
ど
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
基
盤

4

地
域
別
整
備
の
方
針

5

分
野
別
基
本
目
標

整
備
と
居
住
地
と
し
て
の
生
活
基
盤
の

整
備
を
図
り
、
農
業
と
観
光
の
融
合
し

た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
や

健
康
・
福
祉
・
医
療
を
複
合
さ
せ
た
ウ

ェ
ル
ネ
ス
産
業
の
創
造
の
場
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

【
南
部
地
区
】

積
極
的
な
景
観
の
保
存
と
創
造
及
び

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
提
供
を
図

り
、
滞
在
・
体
験
型
の
観
光
需
要
を
創

出
し
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
保
養
空
間
を

創
出
す
る
と
と
も
に
天
城
北
道
路
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
整
備
を
通
じ
、

森
の
中
の
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
を
進

め
ま
す
。

【
西
部
地
区
】

新都市軸 

新都市核 

自然環境保全 
活用ゾーン 

南部地区 

西部地区 

北部地区 

東部地区 

（
一
）
創
造
力
あ
る
人
づ
く
り

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
生

涯
学
習
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
自
ら
学
び
行
動
す
る

心
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
持
っ
た
子

ど
も
を
育
む
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

地
域
の
歴
史
、
伝
統
的
な
祭
り
や
行

事
、
文
化
財
な
ど
の
保
存
と
継
承
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い

新
た
な
文
化
の
創
造
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
通
じ
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
実
感

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

地
域
内
外
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ

て
郷
土
愛
を
深
め
る
と
と
も
に
、
世
界

に
通
じ
る
人
を
育
て
ま
す
。

（
二
）
誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
保
健
・
医
療
の
連
携
を

推
進
す
る
と
と
も
に
相
談
体
制
を
充
実

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
で
あ
る
森

林
や
温
泉
な
ど
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

福
祉
事
務
所
を
設
置
し
、
福
祉
・
保

健
・
医
療
の
連
携
し
た
総
合
的
な
福
祉

施
策
を
展
開
す
る
と
共
に
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
福
祉
団
体
、
N
P
O
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
共
に
支
え
あ
う
地

域
福
祉
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
な
れ
た
家

庭
や
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

幼
稚
園
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

保
育
施
設
の
適
正
な
配
置
を
図
り
、
保

育
時
間
の
延
長
な
ど
の
保
育
内
容
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い

て
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
啓
発
活
動
や
相
談

ニ
テ
ィ
活
動
を
中
心
と
し
た
地
域
が
主

体
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

地
場
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
基
盤
を

整
備
し
、
海
岸
線
の
眺
望
景
観
や
癒
し

効
果
を
活
か
し
た
観
光
・
保
養
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の

拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
港
湾
施
設
の
整

備
と
と
も
に
海
上
交
通
網
の
整
備
充
実

に
よ
り
、
海
の
玄
関
口
と
し
て
の
交
流

機
能
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

新市将来構想　
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6

地
域
戦
略
計
画
例

域
の
安
全
な
農
産
物
や
新
鮮
な
海
産
物

を
提
供
し
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、
生
産
・

流
通
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
・
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な

流
通
・
販
売
戦
略
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
観
光
と
連
携
し
た
中
で
娯
楽
を
取

り
入
れ
た
交
流
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
あ
る
産
業
構
造
の
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
伊
豆
地
域
の
東
西
、
南

北
の
交
通
拠
点
と
し
て
の
基
盤
を
整
備

し
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
で
ま
ち
に
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
製
造
業
に
お
い
て
は
異
業
種

交
流
を
促
進
し
、
先
端
的
な
技
術
や
知

的
資
源
の
集
約
に
よ
っ
て
新
た
な
分
野

を
生
み
出
し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の

確
保
、
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

天
城
山
や
駿
河
湾
な
ど
の
恵
ま
れ
た

地
域
資
源
を
活
か
し
、
運
動
・
健
康
・

医
療
の
分
野
な
ど
、
様
々
な
施
設
・
資

源
を
活
用
し
た
新
市
な
ら
で
は
の
新
産

業
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
五
）
活
力
の
源
と
な
る
安
全
で

都
市
機
能
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
や
伊
豆
横
断
道

路
の
整
備
促
進
を
は
じ
め
と
し
た
伊
豆

の
東
西
、
南
北
を
結
ぶ
広
域
幹
線
道
路

や
地
域
内
の
拠
点
を
結
ぶ
連
絡
道
路
な

ど
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
生
活
道
路
な
ど
の
整
備

を
通
じ
て
地
域
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

と
と
も
に
鉄
道
・
バ
ス
・
船
舶
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
市

の
総
合
交
通
体
系
を
確
立
し
ま
す
。

地
震
・
津
波
・
風
水
害
な
ど
の
自
然

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
急

傾
斜
地
対
策
や
河
川
整
備
、
海
岸
保
全

な
ど
の
防
災
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

自
然
環
境
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
土
地
利
用
を
図
り
、
良
好
な
住
宅

の
供
給
や
公
園
、
歩
道
な
ど
新
市
に
ふ

さ
わ
し
い
市
街
地
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
美
し
い
都
市
景
観
の
形
成

に
向
け
て
緑
化
・
美
化
に
取
り
組
み
ま

す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
対
応
し
、
高

度
情
報
基
盤
を
整
備
し
て
地
域
情
報
化

に
対
応
し
た
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。（

六
）
地
域
が
主
体
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
、
世
代
を
超
え
て
交
流

し
、
自
立
的
な
地
域
を
創
る
た
め
、
地

域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

新
市
の
地
域
間
の
交
流
・
連
携
や
広

域
的
な
交
流
、
都
市
間
連
携
な
ど
に
対

応
で
き
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
体
制
整

備
を
図
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
市
政
に
関
心
を

も
ち
、
市
民
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ

る
よ
う
市
民
参
加
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

福
祉
や
環
境
、
子
育
て
、
教
育
な
ど

の
N
P
O
や
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
し
や
す
い
仕
組
み
を
整
備
し
ま
す
。

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
、
と
も
に
責
任
を
分
か

ち
合
う
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

（
七
）
効
率
的
、
効
果
的
な

行
財
政
運
営

市
民
へ
の
情
報
公
開
、
情
報
提
供
を

積
極
的
に
進
め
、
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
開
か
れ
た
行
政
を
実
現

し
ま
す
。

近
隣
の
市
町
村
、
県
、
国
等
と
の
連

携
を
強
化
し
、
相
互
の
役
割
分
担
と
責

任
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
広
域
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

行
政
評
価
や
P
F
I
な
ど
新
た
な
行

政
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
運
営
を
実
現
し
ま
す
。

※
行
政
評
価
…
行
政
の
活
動
を
対
象
と

し
た
評
価
活
動
。
事
後
の
各
種
評
価

の
み
な
ら
ず
、
費
用
対
効
果
の
分
析

な
ど
事
前
の
評
価
活
動
も
含
ま
れ
る
。

※
P
F
I
…Private
Finance

Initiative

の
略
。
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、

技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
、
効
率
的
、

効
果
的
に
公
共
施
設
等
を
整
備
・
運

営
す
る
手
法

こ
れ
ら
す
べ
て
の
支
え
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
団

体
、
N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
基
盤
を
強
化
し
、

共
生
す
る
地
域
を
創
り
ま
す
。

（
二
）
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
フ
ァ
ル
マ
の

複
合
産
業
づ
く
り

新
市
が
飛
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
戦

略
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
例
示
的
に

示
し
ま
し
た
。

（
一
）
支
え
あ
い
に
よ
る

安
心
地
域
づ
く
り

○
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
…

地
域
の
核
と
な
る
人
材
を
掘
り
起
こ
し
、

育
成
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
地
域

の
中
で
支
え
あ
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
…
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各

機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て
総
合
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。

○
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
強
化
…
誰

も
が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
か
ら
担
い
手

に
展
開
で
き
る
よ
う
各
種
講
座
の
開
催

や
人
材
登
録
制
度
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
の
中
で
子
育
て
支
援
…
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
す
る
仕
組
み
や
子
育

て
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
三
）
時
代
に
対
応
し
た
交
流
の
推
進

○
新
た
な
地
域
の
魅
力
づ
く
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点

づ
く
り
）
…
多
様
な
魅
力
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
さ
ら
に
個
性
と
創
造
力
を
発
揮

す
る
と
共
に
、
地
域
内
で
連
携
し
、
時
代
に
対
応
し
た
交
流

産
業
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
魅
力
あ
る
資
源
の
有
効
な
活
用
、
情

報
発
信
な
ど
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
を
増
加

さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
交
流
の
基
盤
づ
く
り
（
東
西
、
南
北
の
交
流
軸
の
整
備
）

…
こ
の
地
域
に
と
っ
て
は
、
交
流
人
口
の
増
加
が
地
域
の
活

性
化
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
や
静
岡
空
港
か
ら
の

交
通
ア
ク
セ
ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
伊
豆
地
域
全
体
を

一
つ
の
圏
域
と
し
て
と
ら
え
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
を
基
本

と
し
た
南
北
軸
、
伊
豆
横
断
道
路
を
基
本
と
し
た
東
西
軸
を

基
本
軸
と
し
、
国
道
一
三
六
号
や
主
要
地
方
道
伊
東
・
修
善

寺
線
な
ど
地
域
間
連
絡
道
路
や
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
地
域
内
交

通
基
盤
を
整
備
し
、
伊
豆
地
域
の
十
字
路
と
し
て
の
中
心
交

流
拠
点
と
な
る
よ
う
交
流
基
盤
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。 運動施設 医療施設 観光施設 企業(研究) 

施設 
福祉施設 

複合化・システム化・連携 

保養・保健 

遊び・癒し 
体　験 

医　療 

リハビリ スポーツ 

ウエルネス・ファルマの複合産業 
・医療　・機能食品　・医療・福祉器具　・食（薬膳など） 
・高付加価値リゾート・健康増進施設（体験・滞在型） 
・ホスピス施設　　　・介護自立支援ソフトなど 

○健康・福祉・医療の複合型産業の創造
○温泉と医療を結びつけた保養空間の創出

【複合産業のイメージ図】

新市将来構想　




